
(57)【要約】

【課題】比重差の異なる混合液の界面位置を変更、調節

、制御できることを可能にした分液槽を提供する。

【解決手段】重液排出配管路に脱着可能な短管路連結部

材もしくは、長さ変更自在な管路部材を設け、重液排出

管の最高位置高さを変更出来るようにした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軽 液 は 容 器 上 方 部 か ら 排 出 し 、 重 液 は 下 方 部 管 路 か ら 排 出 す る 分 液 槽 に お い て 、 重 液 排 出
管 の 途 中 に 、 重 液 排 出 管 の 最 高 位 置 高 さ を 変 更 で き る 手 段 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 分 液
槽 。
【 請 求 項 ２ 】
重 液 排 出 管 の 最 高 位 置 高 さ を 変 更 で き る 手 段 が 、 脱 着 可 能 な 短 管 路 部 材 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 分 液 槽
【 請 求 項 ３ 】
重 液 排 出 管 の 最 高 位 置 高 さ を 変 更 で き る 手 段 が 、 長 さ 変 更 が 自 在 な 管 路 部 材 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 分 液 槽 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 分 液 槽 で あ っ て 、 特 に 分 液 界 面 位 置 を 変 更 で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 分
液 槽 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
化 学 工 場 で は 多 種 多 様 な 溶 媒 が 単 独 ま た は 混 合 溶 媒 と し て 使 用 さ れ て い る 。 溶 媒 は 反 応 等
に 使 用 さ れ る と 汚 染 し た り 純 度 が 低 下 し た り す る の で 、 非 親 和 性 溶 媒 で 洗 浄 後 蒸 留 し た り
、 非 親 和 性 溶 媒 存 在 下 で 共 沸 蒸 留 し た り し て 再 生 再 利 用 す る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
溶 媒 、 例 え ば ク ロ ロ ホ ル ム 、 塩 化 メ チ レ ン 、 ト ル エ ン 、 キ シ レ ン や 軽 灯 油 な ど を 水 な ど の
非 親 和 性 溶 媒 で 洗 浄 後 に 蒸 留 す る 場 合 、 あ る い は 安 全 上 等 の 理 由 で 水 存 在 下 に 共 沸 蒸 留 す
る 場 合 に 、 留 出 後 に 自 動 分 液 槽 を 設 置 す る 。 自 動 分 液 槽 で は 、 水 よ り 比 重 の 重 い ク ロ ロ ホ
ル ム な ど の 溶 媒 層 は 洗 浄 槽 下 方 部 か ら ゆ っ く り 抜 き 出 し 、 ク ロ ロ ホ ル ム よ り 比 重 の 軽 い 水
は 上 層 部 か ら 抜 き 出 す 。 ま た 、 ト ル エ ン な ど 水 よ り 比 重 の 軽 い 場 合 は 分 液 後 、 上 層 部 の ト
ル エ ン を 抜 き 出 す か 、 下 層 の 水 層 部 を 抜 き 出 す か の 方 法 が と ら れ て い た が 、 あ ら ゆ る 組 み
合 わ せ の 混 合 溶 媒 を 一 つ の 分 液 槽 に て 分 液 処 理 す る 場 合 、 分 液 界 面 が 軽 液 と 重 液 の 排 出 口
高 さ 間 に 位 置 し な く な る 場 合 が 生 じ 、 本 来 の 排 出 口 よ り 排 出 さ れ る 分 液 溶 液 で は な い 混 合
液 が 排 出 さ れ る と い う 不 具 合 を 回 避 す る た め に 、 設 計 変 更 再 工 事 な ど の 必 要 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 分 液 界 面 位 置 を 軽 液 と 重 液 と の 排 出 口 高 さ の 間 に 維 持 す る よ う に 分 液 界 面 位 置 を
調 節 、 制 御 す る 手 段 が 必 要 と さ れ て き た 。 従 来 の 分 液 界 面 位 置 を 調 節 、 制 御 す る 手 段 の 例
を あ げ れ ば 、 界 面 計 で 検 出 し た 界 面 位 置 に 基 づ い て 流 量 調 節 弁 に て 流 出 量 を 調 節 し 、 界 面
を 所 定 位 置 に 維 持 す る 装 置 （ 特 開 平 １ ０ － ３ １ ４ ７ ６ ５ ） 、 混 合 液 質 量 に 基 づ い て 軽 液 重
液 そ れ ぞ れ 抜 き 出 す 割 合 を 変 更 さ せ 、 界 面 位 置 を 制 御 す る 装 置 （ 特 開 平 ７ － １ ８ ５ ２ ０ ７
） 、 圧 力 容 器 に お い て レ ー ザ ー 光 を 入 射 さ せ 、 夫 々 の 流 体 に お け る レ ー ザ ー 光 の 減 衰 率 に
基 づ い て 流 体 の 供 給 排 出 量 を 制 御 し 界 面 位 置 を 調 節 す る 装 置 （ 特 開 平 ６ － ２ ６ ９ ０ ９ ） な
ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 者 ら は 、 上 記 以 外 の 安 価 で 容 易 な 界 面 位 置 変 更 ・ 調 節 制 御 す る 手 段 を 備 え た 分 液 槽
を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 軽 液 は 容 器 上 方 部 か ら 排 出 し 、 重 液 は 下 方 部 管 路 か ら 排 出 す る 分 液 槽 に お い て
、 重 液 排 出 管 路 の 途 中 に 重 液 排 出 管 の 最 高 位 置 高 さ を 変 更 で き る 手 段 を 設 け た 。 重 液 排 出
管 の 最 高 位 置 高 さ を 変 更 で き る 手 段 と し て は 、 脱 着 可 能 な 短 管 路 部 材 、 又 は 長 さ 変 更 が 自
在 な 管 路 部 材 等 で あ る 。 こ こ で 、 脱 着 可 能 な 短 管 路 部 材 と は 、 一 対 接 合 フ ラ ン ジ 部 材 を 備
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え た 長 さ の 異 な る 短 管 路 連 結 部 材 で あ り 、 長 さ 変 更 が 自 在 な 管 路 部 材 と は 、 フ レ キ シ ブ ル
ホ ー ス 、 ベ ロ ー ズ 、 エ キ ス パ ン シ ョ ン 等 の よ う に 、 重 液 排 出 管 路 か ら 取 り 外 す こ と な く 長
さ を 自 在 に 変 更 で き る 管 路 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
い ま 、 分 液 槽 に 入 っ て い る 軽 液 の 比 重 を 　 γ １ 、 軽 液 の 液 深 を 　 Ｈ １ 、 重 液 の 比 重 を 　 γ
２ 、 重 液 の 液 深 を 　 Ｈ ２ 、 重 液 排 出 管 路 の 最 高 位 置 高 さ に お け る 重 液 の 液 深 を 　 Ｈ ３ 、 と
す れ ば 次 の 式 が 成 り 立 つ 。
Ｈ ３ 　 × 　 γ ２ 　 　 ＝ 　 （ 　 Ｈ １ 　 × 　 γ １ 　 ） 　 ＋ 　 　 （ Ｈ ２ 　 × 　 γ ２ ） 　 　 　 　 　
　 　 　 （ １ ）
こ こ で 、 軽 液 排 出 管 路 は 分 液 槽 に 固 定 さ れ て い る た め 分 液 槽 内 の 液 面 は 一 定 と な り 、 軽 液
の 液 深 　 Ｈ １ と 重 液 の 液 深 　 Ｈ ２ の 合 計 高 さ 　 Ｈ 　 は 軽 液 排 出 管 路 高 さ と 一 致 す る 。 従 っ
て 、 分 液 す る 混 合 液 の 軽 液 及 び 重 液 の 比 重 が わ か れ ば 、 Ｈ ３ 　 の 高 さ を 任 意 に 変 え る こ と
に よ っ て 、 つ ま り 、 重 液 排 出 管 路 に 脱 着 可 能 な 短 管 路 連 結 部 材 、 も し く は 長 さ 変 更 自 在 な
管 路 部 材 等 を 設 け 、 重 液 排 出 管 路 の 最 高 位 置 高 さ を 変 更 す る こ と に よ っ て 、 軽 液 と 重 液 の
任 意 の 液 界 面 　 Ｘ 　 に お け る 高 さ を 調 節 で き る こ と と な り 、 あ ら ゆ る 組 み 合 わ せ の 混 合 液
に 対 応 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 － １ を 参 照 に 、 具 体 的 な 分 液 槽 の 実 施 例 及 び そ の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。
ま ず 、 反 応 等 で 使 用 し た 溶 媒 及 び 、 そ の 溶 媒 を 洗 浄 す る た め の 洗 浄 液 そ れ ぞ れ の 比 重 を 測
定 し 、 （ １ ） 式 に 基 づ き 任 意 の 液 界 面 高 さ 　 Ｘ 　 が 　 軽 液 と 重 液 の 排 出 口 高 さ の 間 に 位 置
す る よ う に 　 Ｈ ３ 　 高 さ を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ １ ） 式 に て 算 出 し た 　 Ｈ ３ 　 に 基 づ き 、 重 液 排 出 管 路 　 １ ２ 　 の 最 高 位 置 高 さ を 、 短 管
路 連 結 部 材 　 １ ５ 　 に て 調 節 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
１ ０ 　 は 分 液 槽 で あ り 、 混 合 液 入 口 配 管 路 　 ２ ０ 　 、 軽 液 排 出 管 路 　 １ ９ 　 、 重 液 排 出 管
路 　 １ ２ 　 、 同 圧 配 管 路 　 １ １ 　 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 分 液 槽 　 １ ０ 　 の 形 状 は 円 筒 竪
型 が 一 般 的 で あ る が 、 こ こ で は 形 状 に 特 段 の 指 定 は な い 。 混 合 液 入 口 配 管 路 　 ２ ０ 　 先 端
部 の 設 定 位 置 は 、 通 常 重 液 層 部 ま で 浸 る よ う に 長 さ を 調 整 し て お く 。 軽 液 と 重 液 が 排 出 さ
れ る 配 管 路 は 分 液 槽 と 接 続 さ せ て 等 圧 に し 、 排 出 が ス ム － ズ に 行 わ れ る よ う に し て お く 必
要 が あ る た め 、 同 圧 配 管 路 　 １ １ 　 を 設 け る 。
【 ０ ０ １ １ 】
次 に 、 反 応 等 で 使 用 し た 溶 媒 、 及 び そ の 溶 媒 を 洗 浄 す る た め の 洗 浄 液 の 混 合 液 を 、 混 合 液
入 口 配 管 路 　 ２ ０ 　 に て 分 液 槽 　 １ ０ 　 に 流 入 さ せ る 。 分 液 槽 　 １ ０ 　 の 側 壁 に は レ ベ ル
ゲ － ジ や サ イ ト グ ラ ス 等 が 取 り 付 け ら れ て い て 、 混 合 液 が 流 入 す る 混 合 液 入 口 配 管 路 　 ２
０ 　 の 先 端 部 の 位 置 、 分 液 界 面 　 Ｘ 　 の 位 置 や 全 体 溶 液 量 が 確 認 で き る よ う に な っ て い る
。 重 液 は 重 液 排 出 管 路 　 １ ２ 　 か ら 排 出 さ れ 、 軽 液 は 軽 液 排 出 管 路 　 １ ９ 　 か ら 排 出 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
５ ０ 　 は 軽 液 部 、 ５ １ 　 は 重 液 部 で あ り 、 １ ０ ０ 　 は 液 界 面 で あ る 。 １ ７ 　 は 重 液 排 出 管
路 の 最 高 位 置 高 さ 部 分 に 用 い ら れ て い る 配 管 部 材 （ 分 液 管 部 材 と い う ） で あ る 。 １ ３ 、 １
４ 、 １ ６ 、 １ ８ 　 は 液 の 導 通 確 認 用 監 視 管 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 は 分 液 槽 に お い て 、 比 重 差 の 異 な る 軽 液 と 重 液 を
分 液 し 排 出 す る 分 液 管 の 配 管 路 に 短 管 路 連 結 部 材 を 取 り 替 え 接 続 、 も し く は 、 長 さ 変 更 自
在 管 路 部 材 を 設 け た こ と に よ り 、 液 界 面 を 自 由 に 変 え ら れ る よ う に な る 。 そ の 結 果 、 重 液
軽 液 排 出 管 路 各 々 か ら 取 り 出 さ れ る 液 が 混 合 液 と な り に く く な り 、 あ ら ゆ る 混 合 液 の 分 液
処 理 に お い て 分 液 可 能 と な る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 分 液 槽 及 び 全 体 配 管 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 　 分 液 槽
１ １ 　 　 　 　 同 圧 配 管 路
１ ２ 　 　 　 　 重 液 排 出 管 路
１ ３ ～ １ ８ 　 　 　 　 　 　 導 通 確 認 用 監 視 管
１ ５ 　 　 　 　 短 管 路 連 結 部 材 も し く は 長 さ 変 更 自 在 管 路 部 材
１ ７ 　 　 　 　 分 液 管 部 材
１ ９ 　 　 　 　 軽 液 排 出 管 路
２ ０ 　 　 　 　 混 合 液 入 口 配 管 路
５ ０ 　 　 　 　 軽 液 （ 非 親 和 性 ）
５ １ 　 　 　 　 重 液 （ 非 親 和 性 ）
１ ０ ０ 　 　 軽 液 と 重 液 の 液 界 面
Ｈ 　 　 　 　 　 　 混 合 液 の 液 面 高 さ も し く は 軽 液 排 出 管 路 高 さ （ １ ２ の 配 管 位 置 を 基 準 と す
る ）
Ｈ １ 　 　 　 　 軽 液 の 液 深
Ｈ ２ 　 　 　 　 重 液 の 液 深 （ １ ２ の 配 管 位 置 を 基 準 と す る ）
Ｈ ３ 　 　 　 　 　 重 液 排 出 管 の 最 高 位 置 高 さ に お け る 重 液 の 液 深 （ １ ２ の 配 管 位 置 を 基 準 と
す る ）
Ｘ 　 　 　 　 　 　 任 意 の 液 界 面
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